
(57)【要約】
【課題】制動性能とＬＲＲ性能の高次のバランスに優れたタイヤ用ゴム組成物を提供する
。
【解決手段】ジエン系ゴム１００重量部に、エチレン－プロピレン－ジエン三元共重合体
（ＥＰＤＭ）の第三成分である５－エチリデン－２－ノルボルネン（ＥＮＢ）のヨウ素価
が１００以上であるＥＰＤＭで、Ｔｇが－２５℃以上であるＥＰＤＭポリマーを２重量部
以上配合したタイヤ用ゴム組成物。
【選択図】　　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ジ エ ン 系 ゴ ム １ ０ ０ 重 量 部 に 、 エ チ レ ン － プ ロ ピ レ ン － ジ エ ン 三 元 共 重 合 体 （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ）
の 第 三 成 分 で あ る ５ － エ チ リ デ ン － ２ － ノ ル ボ ル ネ ン （ Ｅ Ｎ Ｂ ） の ヨ ウ 素 価 が １ ０ ０ 以 上
で あ る Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ で 、 Ｔ ｇ が － ２ ５ ℃ 以 上 で あ る Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ポ リ マ ー を ２ 重 量 部 以 上 配 合 し た
タ イ ヤ 用 ゴ ム 組 成 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 タ イ ヤ 用 ゴ ム 組 成 物 、 更 に 詳 し く は 、 制 動 性 能 と 低 こ ろ が り 抵 抗 （ Ｌ Ｒ Ｒ ） 性
能 の バ ラ ン ス を 図 っ た タ イ ヤ 用 ゴ ム 組 成 物 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り タ イ ヤ に 求 め ら れ て い る 性 能 と し て 、 制 動 性 能 と 低 こ ろ が り 抵 抗 （ Ｌ Ｒ Ｒ ） 性 能
の バ ラ ン ス 比 が 求 め ら れ て い る 。 一 般 に 、 ブ チ ル 系 や Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ （ エ チ レ ン － プ ロ ピ レ ン －
ジ エ ン 三 元 共 重 合 体 ） 等 の ゴ ム を 配 合 す る と 、 制 動 性 能 は 向 上 す る が 、 こ れ ら の タ イ プ の
ゴ ム は 、 Ｓ Ｂ Ｒ の よ う な ジ エ ン 系 ゴ ム と の 共 加 硫 性 が 悪 い 為 に 加 硫 速 度 が 遅 く な っ た り 、
ま た 、 Ｓ － Ｓ 特 性 （ モ ジ ュ ラ ス 、 Ｔ Ｂ ， Ｅ Ｂ ） が 大 幅 に 低 下 し た り す る と い う 問 題 が あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し た が っ て 、 本 発 明 で は 、 制 動 性 能 と Ｌ Ｒ Ｒ 性 能 の 両 性 能 を 同 時 に 向 上 さ せ た タ イ ヤ 用 ゴ
ム 組 成 物 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に よ れ ば 、 ジ エ ン 系 ゴ ム １ ０ ０ 重 量 部 に 、 エ チ レ ン － プ ロ ピ レ ン － ジ エ ン 三 元 共 重
合 体 （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ） の 第 三 成 分 で あ る ５ － エ チ リ デ ン － ２ － ノ ル ボ ル ネ ン （ Ｅ Ｎ Ｂ ） の ヨ ウ
素 価 が １ ０ ０ 以 上 で あ る Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ で 、 Ｔ ｇ が － ２ ５ ℃ 以 上 で あ る Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ポ リ マ ー を ２ 重
量 部 以 上 配 合 し た タ イ ヤ 用 ゴ ム 組 成 物 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 者 は 、 前 述 し た タ イ ヤ 性 能 と し て の 制 動 性 能 と Ｌ Ｒ Ｒ 性 能 を 高 次 に バ ラ ン ス さ せ る
こ と を 意 図 し て 、 従 来 の Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ の 第 三 成 分 （ ジ エ ン ） の 含 有 量 を 極 端 に 高 く す る こ と で
ポ リ マ ー の Ｔ ｇ を 高 く し た 新 規 な Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ を 合 成 し 、 こ れ を ジ エ ン 系 ゴ ム に ブ レ ン ド す る
こ と に よ り 、 グ リ ッ プ 性 能 に 影 響 す る 約 － １ ０ ～ ＋ ４ ０ ℃ の 温 度 範 囲 で ｔ ａ ｎ δ を 格 段 に
向 上 さ せ る こ と が で き る こ と を 見 出 し て 、 本 発 明 に 到 達 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 で 用 い る 特 定 の Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ポ リ マ ー は 、 例 え ば 、 エ チ レ ン 、 プ ロ ピ レ ン モ ノ マ ー と バ
ナ ジ ウ ム 触 媒 を 加 え 、 第 三 成 分 と し て ５ － エ チ リ デ ン － ２ － ノ ル ボ ル ネ ン （ Ｅ Ｎ Ｂ ） を 加
入 、 共 重 合 さ せ る こ と に よ る 合 成 法 に よ り 容 易 に 入 手 し 得 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
前 記 Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ポ リ マ ー の 第 三 成 分 で あ る Ｅ Ｎ Ｂ の ヨ ウ 素 価 は 、 少 な く と も １ ０ ０ で な い と
、 ポ リ マ ー Ｔ ｇ を 高 く で き ず 、 更 に 架 橋 点 が 少 な く な り 、 共 加 硫 性 が 低 下 す る 等 の 理 由 か
ら 適 当 で は な く 、 通 常 は ヨ ウ 素 価 が １ ０ ０ ～ ２ ５ ０ 、 よ り 好 ま し く は １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ で あ
る 。 ま た 、 Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ の Ｔ ｇ が － ２ ５ ℃ 未 満 で は 、 グ リ ッ プ の 指 標 で あ る 約 － １ ０ ～ ４ ０ ℃
の ｔ ａ ｎ δ が 低 下 す る 等 の 点 で 好 ま し く な く 、 通 常 は Ｔ ｇ が － ２ ５ ℃ ～ ４ ０ ℃ 、 好 ま し く
は 、 － １ ５ ℃ ～ ３ ０ ℃ で あ る こ と が 、 制 動 性 能 と Ｌ Ｒ Ｒ 性 能 の 高 次 の バ ラ ン ス を と る た め
に 適 当 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ポ リ マ ー は 、 本 発 明 の タ イ ヤ 用 ゴ ム 組 成 物 に お け る ジ エ ン 系 ゴ ム に 対 し て 、
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２ 重 量 部 以 上 が 配 合 し て 用 い ら れ る 。 Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ の 配 合 量 が ２ 重 量 部 未 満 で は 所 期 の 作 用 効
果 が 得 ら れ な い 。 ま た 、 よ り よ い 機 械 特 性 、 耐 摩 耗 性 を 得 る た め に は 、 配 合 量 を ２ ～ ３ ０
重 量 部 に す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の タ イ ヤ 用 ゴ ム 組 成 物 に 用 い ら れ る ジ エ ン 系 ゴ ム と し て は 、 例 え ば 天 然 ゴ ム （ Ｎ Ｒ
） 、 ポ リ イ ソ プ レ ン ゴ ム （ Ｉ Ｒ ） 、 各 種 ス チ レ ン － ブ タ ジ エ ン 共 重 合 体 ゴ ム （ Ｓ Ｂ Ｒ ） 、
各 種 ポ リ ブ タ ジ エ ン ゴ ム （ Ｂ Ｒ ） 、 ア ク リ ロ ニ ト リ ル － ブ タ ジ エ ン 共 重 合 体 ゴ ム （ Ｎ Ｂ Ｒ
） 、 ブ チ ル ゴ ム （ Ｉ Ｉ Ｒ ） な ど の ジ エ ン 系 ゴ ム を 単 独 ま た は 任 意 の ブ レ ン ド と し て 使 用 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の タ イ ヤ 用 ゴ ム 組 成 物 に は 、 前 記 し た 必 須 成 分 に 加 え て 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク 、 シ リ
カ 等 の 補 強 剤 、 加 硫 、 架 橋 剤 、 加 硫 、 架 橋 促 進 剤 、 各 種 オ イ ル 、 老 化 防 止 剤 、 可 塑 剤 、 そ
の 他 の タ イ ヤ 用 に 一 般 的 に 配 合 さ れ て い る 各 種 添 加 剤 を 配 合 す る こ と が で き 、 か か る 配 合
物 は 一 般 的 な 方 法 で 混 練 、 加 硫 し て 組 成 物 と し 、 加 硫 ま た は 架 橋 す る の に 使 用 す る こ と が
で き る 。 こ れ ら の 添 加 剤 の 配 合 量 も 、 本 発 明 の 目 的 に 反 し な い 限 り 、 従 来 の 一 般 的 な 配 合
量 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 実 施 例 に よ っ て 本 発 明 を 更 に 説 明 す る が 、 本 発 明 の 範 囲 を こ れ ら の 実 施 例 に 限 定 す
る も の で な い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
実 施 例 １ ～ ４ お よ び 比 較 例 １ ～ ５
以 下 の 表 １ に 示 す 配 合 （ 重 量 部 ） に お い て 、 加 硫 促 進 剤 と 硫 黄 を 除 く 成 分 を １ ． ８ Ｌ の 密
閉 型 ミ キ サ ー で ３ ～ ５ 分 間 混 練 し 、 １ ６ ５ ±５ ℃ に 達 し た と き に 放 出 し た マ ス タ ー バ ッ チ
に 加 硫 促 進 剤 と 硫 黄 を ８ イ ン チ の オ ー プ ン ロ ー ル で 混 練 し て ゴ ム 組 成 物 を 得 た 。 得 ら れ た
ゴ ム 組 成 物 を １ ６ ０ ℃ 、 １ ０ 分 の 条 件 で 加 硫 し て 各 種 試 験 片 を 作 製 し 、 以 下 の 各 試 験 に 供
し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
１ ） ｔ ａ ｎ δ
粘 弾 性 ス ペ ク ト ロ メ ー タ ー （ 東 洋 精 機 （ 株 ） 製 ） を 用 い て 、 温 度 ０ ℃ 、 ２ ０ ℃ お よ び ６ ０
℃ で 、 そ れ ぞ れ 初 期 歪 ： １ ０ ％ 、 動 的 歪 ： ±２ ％ 、 周 波 数 ２ ０ Ｈ ｚ の 条 件 で 測 定 し 、 比 較
例 １ を １ ０ ０ と し て 指 数 表 示 と し た 。 ０ ℃ お よ び ２ ０ ℃ の ｔ ａ ｎ δ 値 が 高 い 程 制 動 性 能 は
良 好 で 、 ６ ０ ℃ の ｔ ａ ｎ δ 値 は 低 い 程 こ ろ が り 性 能 が 良 好 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
２ ） 引 張 試 験 （ Ｓ － Ｓ 特 性 ）
Ｊ Ｉ Ｓ ６ ２ ５ １ に 準 拠 し て 引 張 破 断 点 応 力 Ｔ Ｂ 　 を 測 定 し 、 比 較 例 １ を １ ０ ０ と し た 指 数
表 示 と し た 。 数 値 が 高 い 程 良 好 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
結 果 を 以 下 に 示 す 。
【 表 １ 】

10

20

30

40

(3) JP 2004-10863 A 2004.1.15



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 註 ） ＊ １ ： Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ の 種 類 を 以 下 の 表 ２ に 示 す 。
＊ ２ ： ダ イ ア ブ ラ ッ ク 　 Ｎ ３ ３ ９ （ 三 菱 化 学 製 ）
＊ ３ ： ア ン チ ゲ ン 　 ６ Ｃ （ 住 友 化 学 製 ）
＊ ４ ： ノ ク セ ラ ー 　 Ｃ Ｚ （ 大 内 新 興 化 学 製 ）
【 ０ ０ １ ６ 】
【 表 ２ 】
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（ 註 ） ＊ １ ： Ｔ ｇ は 、 ｔ ａ ｎ δ の ピ ー ク 温 度 に よ り 測 定 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ る タ イ ヤ 用 ゴ ム 組 成 物 は 、 以 上 の 結 果 か ら み て 、 ウ ェ ッ ト 制 動 の 指 標 で あ る ｔ
ａ ｎ δ （ ０ ℃ ） が 約 １ ０ ％ 向 上 し 、 ド ラ イ 制 動 の 指 標 で あ る ｔ ａ ｎ δ （ ２ ０ ℃ ） が 約 ５ ０
％ 向 上 し 、 更 に 、 こ ろ が り の 指 標 で あ る ｔ ａ ｎ δ （ ６ ０ ℃ ） は 、 同 等 ～ 約 ５ ％ 低 減 す る こ
と が み ら れ 、 本 発 明 の 目 的 で あ る 制 動 性 能 と Ｌ Ｒ Ｒ 性 能 の 高 次 の バ ラ ン ス が 図 ら れ て い る
。
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